
参
加
し
た
た
か
ま
つ
さ
ん
は
、
美
し
い

と
思
っ
て
い
た
富
士
山
麓
に
大
型
ゴ
ミ

が
大
量
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
事
実

に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
こ
れ

を
同
世
代
に
伝
え
た
い
と
思
い
、
中
学

生
に
な
る
と
読
売
新
聞
の
子
ど
も
記
者

に
応
募
し
た
。
改
め
て
取
材
を
し
て
記

事
を
書
い
た
が
、「
友
だ
ち
の
お
母
さ

ん
に
は
褒
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
伝
え
た

か
っ
た
同
級
生
に
は
ま
っ
た
く
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
（
笑
）」。

ど
う
し
た
ら
伝
わ
る
の
か
…
…
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
中
学
3
年
生
の

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
だ
っ
た
。

「
英
語
の
成
績
は
下
か
ら
数
え
た
方
が

早
い
の
で
す
が
（
笑
）。
私
が
お
笑
い

の
ネ
タ
を
や
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で
爆

睡
し
て
い
た
生
徒
た
ち
が
爆
笑
し
て

聞
い
て
く
れ
た
。
あ
の
と
き
、
お

笑
い
の
力
で
相
手
に
届
く
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
」。

　
高
校
生
の
時
に
は
、Y
W
C
A

と
縁
の
あ
る 「
高※
１

校
生
平
和

大
使
」
に
参
加
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
場
で
核
兵
器
廃

絶
を
訴
え
る
ス
ピ
ー
チ

を
し
た
が
、
相
手
は
既

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち

ば
か
り
。「
関
心
の
な
い
人
に
こ
そ
知

っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
問
題
そ
の
も

の
は
解
決
し
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

思
い
、
本
格
的
に
お
笑
い
を
学
び
、
お

笑
い
を
通
し
て
政
治
や
社
会
の
問
題
を

発
信
し
始
め
た
。

お
笑
い
と
い
う
手
法
で

政
治
の
敷
居
を
下
げ
る

「
お
笑
い
」よ
り
も
先
に
目
を
向
け
た

の
は
社
会
問
題
だ
っ
た
。
小
学
校
4
年

生
の
夏
、
富
士
山
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
に

１～3面	 	ユースMEETS政治
	
4～7面	 日本YWCAのリーダーシップ養成プログラム
	 私たちは未来のチカラ

※1		毎年ジュネーブの国連本部や世界YWCAを訪問して、
核兵器の廃絶を訴える高校生の使節。任期は1年。

1人の100歩より

100人の1歩で

社会は変わる

お笑いジャーナリスト

た かまつなな

1993
年生ま

れ。フ
ェリス

女学院
中

高卒。
慶應義

塾大学
総合政

策学部

卒、同
大学院

政策メ
ディア

研究科
お

よび東
京大学

大学院
情報学

環教育

部を修
了。大

学時代
に「お嬢

様芸人
」

として
テレビ

・舞台
で活躍

。同時
期

から「
お笑い

ジャー
ナリス

ト」と
して

出張授
業、企

業研修
、講演

、セミナ
ー、

シンポ
ジウム

など幅
広い活

動を展
開。

中学・
高校の

社会科
教員免

許取得
。

profile

若い世代に政治や社会問題に関心を

持ってほしい――。そこで注目したいの

が、たかまつななさん。フェリス女学院

出身という、お笑い界では異色の経歴を

ネタにした「お嬢様芸人」であり、お笑

いを通して社会問題を発信する「お笑い

ジャーナリスト」。全国の学校で出張授

業を展開し、中高生を笑わせながら政

治を楽しく伝えてきた。若者と政治をつ

なぐ取り組みから学べることがありそうだ。

ユース
MEETS
政治

発行所　公益財団法人日本YWCA　〒101-0062　千代田区神田駿河台1-8-11　東京YWCA会館302号室
Tel. 03・3292・6121　　Fax.03・3292・6122　　office-japan@ywca.or.jp　　www.ywca.or.jp

旬な情報発信しています メルマガ登録　 y-net@ywca.or.jp　にお名前を送ってください ／ フェイスブック　www.facebook.com/YWCAJapan

メールにてご意見・ご感想をお寄せください。今後の紙面づくりの参考にさせていただきます。 office-japan@ywca.or.jp　 無断での複写・転用・転載はご遠慮ください。

編集発行人 実生律子／偶数月1日発行

た。午前中の分科会は、「2035年中長期ビジョン」のキーワ
ード「若い女性の主体的な活躍」「セーフスペース」「持続可
能な団体」「揺るぎないミッション」に分かれて意見を出し合
った。その後、平和、多文化共生、自然エネルギー、ジェン
ダー、ミドル、中高YWCAなどのテーマで分科会が行われた。
ユースは独自に企画したフィールドワークを実施した。フィナ
ーレでは、YWCAの設立
者に学び、未来の会員に
より良いYWCAを手渡せ
るよう共に歩もうとの思
いを分かち合った。テー
マの通り、世代を超えて
手を携えて未来への道筋
を考えた2日間になった。

葉が映える
初夏の京都

を舞台に、YWCA
フェスタが2日間に
渡って開催。全国
の地域YWCAから
約140名が一堂に
会した。
　 回のテーマ

は「みんな
でつくりだすYWCA

の未来」。YWCA運動の歴史を振り返り、世界YWCAが示す
2035年への共通目標を確認し、日本YWCAの現状把握と
「2035年中長期ビジョン」の提示で幕を開けた。次いで、複
数の地域YWCAで企画するプログラム「地域YWCAを主体と
した活動」のプレゼンテーション。今期は７つの活動企画が
実施される。前期よりも参加地域が増え、この取り組みの浸
透と発展が伺えた。夜の大交流会では食事を共にし、ライブ
やゲームで盛り上がり、親睦を深めた。

日目の朝は、国際プロ
グラムに参加したユー

スによる報告会がもたれ、早
朝にも関わらず大勢の人が詰
めかけた。日曜礼拝では、京
都YWCA会員で日本基督教団
宣教師のマーサ・メンセンディ
ークさんから「若者は幻を見る」
と題したメッセージをいただい

YWCA
フェスタ

2018年5月19日・20日in京都
YWCAの未来未来
みんなでつくりだす

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
費

鶴
崎
祥
子　

谷
川
い
づ
み　

郡
恭
子　

板
橋
俊
子

東
彩
子　

渡
辺
眞
知
子

日
本
聖
公
会
北
見
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ズ
募
金

（
平
和
を
創
り
出
す
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
）

鶴
崎
祥
子　

雀
部
真
理　

谷
川
い
づ
み　

手
島
千
景　

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
本
郷
教
会

学
校
法
人
宮
城
学
院　

中
学
校
・
高
等
学
校

学
校
法
人
共
愛
学
園　

ス
プ
リ
ー
ブ
株
式
会
社

災
害
時
支
援
募
金

（
国
内
外
の
災
害
被
災
者
支
援
）

匿
名

（
オ
リ
ー
ブ
の
木
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金
）

鶴
崎
祥
子　

張
善
花　

坪
野
え
り
子　

森
川
和
恵　

国
中
正
人　

重
松
よ
し
子

公
益
財
団
法
人
京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

匿
名

（
熊
本
地
震
被
災
者
支
援
募
金
）

鶴
崎
祥
子

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
募
金

鶴
崎
祥
子　

小
林
瑛
子　

柏
木
妙
子　

牧
甫　

サ
ビ
ー
ネ
ク
ル
ー
ガ
ー

学
校
法
人
捜
真
学
院　

捜
真
女
学
校 

奉
仕
委
員
会

学
校
法
人
大
阪
女
学
院 

中
高
等
学
校
宗
教
部

匿
名

世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
会
派
遣
募
金

匿
名（

２
０
１
8
年
4
月
16
日
～
6
月
15
日
現
在 

敬
称
略
）

青

今

2

2017年2月号の特集「そうだ
ったのか、憲法」がポケット
サイズで登場。
憲法に関心の低い若い方に
も親しみやすい一冊です。
ご希望の方は「ポケット版希
望」と明記したメールを日本
YWCAまでお送りください。

メールアドレス office-japan@ywca.or.jp
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知ることから
始めよう

そうだったのか！
身近な人に
手渡したくなる！

『そうだったのか! 憲法』

ご注文
受付中

www.ywca.or.jp

〈第32総会期主題聖句〉
平和を実現する人々は幸いである
―マタイによる福音書5章9節―

〈日本YWCAの使命（ミッション）〉
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する

世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

　　　　〈日本YWCAのビジョン〉
地域で女性達が主体的に活動することを通して、
以下の社会をめざします。

（1） 平和憲法が生かされ、核も暴力もない社会
（2） 女性と子どもの尊厳を守る社会
（3） 若い女性がリーダーシップを発揮する社会
（4） 多世代・多文化で多様な背景を
 持つ人びとを尊重する社会

The Young Women's 
Christian Association

8 
AUGUST

2018

No.745

The Young Women's Christian Association 2018年8月1日No.745 81 2018年8月1日



投
資
す
る
べ
き
で
す
。
若
い
人
は
草
食

系
、
悟
り
系
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ス
モ

ー
ル
な
世
界
で
半
ば
諦
め
に
近
い
気
持

ち
で
い
る
…
…
怖
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」。

そ
も
そ
も
、
意
見
を
言
え
ば
何
か
が

変
わ
り
得
る
と
い
う
「
政
治
へ
の
信

頼
」
を
実
感
す
る
機
会
が
、
学
校
で
も

家
庭
で
も
得
ら
れ
な
い
、
と
も
感
じ
て

い
る
。

「
民
主
主
義
や
政
治
が
学
べ
る
は
ず

の
生
徒
会
は
先
生
に
従
う
組
織
に
な
っ

て
い
た
り
、
家
庭
内
で
も
、
決
定
権
は

大
人
に
あ
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
り

し
ま
す
よ
ね
。
そ
こ
に
若
者
た
ち
は
疑

問
を
感
じ
な
い
体
質
に
な
っ
て
い
ま
す
。

主
権
者
教
育
が
進
ん
で
い
る
国
で
は
、

学
校
に
関
す
る
意
思
決
定
の
場
に
生
徒

の
代
表
が
参
加
し
て
大
人
た
ち
と
対
等

に
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
意
思
決

定
の
現
場
に
若
者
が
い
る
だ
け
で
、
変

わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」。

多
様
な
思
想
に
触
れ
て

本
質
を
捉
え
る
教
育
を

教
育
現
場
が
中
立
性
を
重
ん
じ
、
政

治
の
話
を
一
切
し
な
い
の
は
本
末
転
倒

だ
と
い
う
。

2
万
人
の
中
高
生
が
受
け
た

「
笑
え
る
！ 

政
治
教
育
ショー
」

慶
應
義
塾
大
学
に
進
学
後
は
、
学

生
、
お
笑
い
芸
人
、
お
笑
い
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
な
ど
、
い
く
つ
も
の
ワ
ラ
ジ
を

履
い
て
疾
走
し
て
き
た
。
社
会
問
題
を

お
笑
い
の
ネ
タ
に
す
る
の
は
難
し
い
。

「
そ
れ
は
お
笑
い
な
の
か
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
私
の
一
番
の
目
的
は
、
笑
い
を
届

け
る
こ
と
で
は
な
く
、
社
会
問
題
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ

こ
に
自
分
の
活
動
の
価
値
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

お
笑
い
政
治
ラ
イ
ブ
を
行

っ
て
も
、
観
客
席
は
政
治
に

関
心
の
あ
る
大
人
ば
か
り
で

高
校
生
が
来
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。「
そ
れ
な
ら
ば

学
校
現
場
に
直
接
出
て
行
こ

う
！　

授
業
だ
っ
た
ら
生
徒
は

み
ん
な
参
加
す
る
」。
そ
こ
で
考

案
し
た
の
が
、「
笑
え
る
！　
政
治

教
育
シ
ョ
ー
」
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
型
の
「
授
業
」
だ
。
民
主
主
義

や
選
挙
の
仕
組
み
を
身
近
な
も
の
に

置
き
換
え
て
楽
し
く
考
え
た
り
、
若

者
に
人
気
の
『
人※
２
狼
ゲ
ー
ム
』
を
使
っ

た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
で
政
治

を
実
感
し
た
り
す
る
、
生
き
た
主
権

者
教
育
の
実
践
だ
。
教
師
の
間
で
も
評

判
を
呼
び
、
全
国
の
中
学
、
高
校
、

大
学
か
ら
依
頼
を
受
け
て
「
授
業
」

を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
受
け
た

生
徒
は
2
万
人
に
上
る
。

「
授
業
で
は
、
エ
ン
タ
メ
（
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
）
要
素
を
多
く
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
中
高
生
の
ト
レ
ン
ド
や
流

行
を
探
っ
て
、
い
い
と
思
え
ば
取
り
入

れ
ま
す
。
芸
人
で
な
く
て
も
面
白
く
教

え
ら
れ
る
よ
う
に
『
教
材
』
と
し
て
の

ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
て
、
い
ず
れ
は
学

校
の
先
生
に
も
使
っ
て
い
た
だ
け
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

の
を
優
先
し
て
、
み
ん
な
の
意
見
を
反

映
さ
せ
て
い
く
か
、
そ
れ
が
政
治
で
す
。

意
思
決
定
っ
て
そ
う
い
う
こ
と
。
そ
こ

か
ら
分
か
っ
て
ほ
し
い
で
す
」。

そ
う
語
る
た
か
ま
つ
さ
ん
だ
が
、
社

会
問
題
の
現
場
で
抵
抗
を
感
じ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
自
分
の
意
見
が
絶
対
で

反
対
意
見
を
全
否
定
し
て
し
ま
う
姿
勢

だ
。「
自
分
の
主
張
が
絶
対
に
正
し
く
、

反
対
意
見
は
間
違
っ
て
い
る
と
本
当
に

言
い
切
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
…
…
実
は

と
て
も
難
し
い
議
論
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」。

み
ん
な
の
１
歩
で

社
会
の
問
題
は
解
決
す
る

「
高
校
生
平
和
大
使
の
『
微
力
だ
け

ど
無
力
じ
ゃ
な
い
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
好
き
な
ん
で
す
。
1
人
の
1
0
0

歩
よ
り
も
1
0
0
人
の
1
歩
で
社
会
は

変
わ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が

感
情
が
動
け
ば

行
動
に
つ
な
が
る

面
白
い
授
業
だ
が
、
笑
っ
て
お
開
き

に
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

「
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

行
動
に
移
し
て
ほ
し
い
で
す
。
た
だ
、

感
情
が
動
か
な
い
と
次
の
行
動
に
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
選
挙
に
つ
い

て
は
、
あ
え
て
『
投
票
に
行
か
な
い
と

若
者
は
こ
ん
な
風
に
損
を
す
る
』
と
伝

え
る
こ
と
で
、
自
分
の
一
票
の
重
み
を

実
感
し
て
も
ら
い
ま
す
」。
実
際
に

「
授
業
」
を
聞
い
て
投
票
に
行
っ
た
と

い
う
若
者
は
多
い
。

た
か
ま
つ
さ
ん
に
は

「
笑
え
る
！
政
治
教
育

シ
ョ
ー
」
の
原
点
と
も

い
え
る
出
来
事
が
あ
る
。

大
学
時
代
、
教
育
実

習
先
の
高
校
で
国
際
協

力
の
授
業
を
担
当
し
た

時
の
こ
と
だ
。「
日
本

の
O
D
A
（
政
府
開
発

援
助
）
は
産
業
基
盤
中

心
で
あ
っ
て
生
活
基
盤

で
は
な
い
」
と
い
う
教

科
書
の
記
述
に
、「
こ

の
伝
え
方
で
い
い
の

か
？
」
と
疑
問
を
抱
い

た
。
そ
こ
で
「
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
に
橋
を
作

る
」
を
議
題
に
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
大
統
領

役
、
日
本
の
首
相
役
、
現
地
の
人
の
役

な
ど
に
分
か
れ
、
当
事
者
に
な
り
き
っ

て
議
論
を
し
た
。
授
業
前
は
、
橋
を
作

る
こ
と
に
賛
成
あ
る
い
は
反
対
票
を
投

じ
て
い
た
生
徒
た
ち
だ
っ
た
が
、
当
事

者
の
視
点
に
立
っ
た
こ
と
で
「
分
か
ら

な
く
な
っ
て
き
た
」
と
、
い
ず
れ
の
意

見
に
も
一
考
に
値
す
る
部
分
が
あ
る
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。

「
意
外
で
し
た
け
ど
、
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
私
は
、
世
の
中
が
ト
レ
ー
ド
オ

フ
だ
と
い
う
こ
と
を
す
ご
く
伝
え
た
い
。

あ
ち
ら
が
成
り
立
て
ば
、
こ
ち
ら
は
成

り
立
た
な
い
。
そ
の
中
で
ど
う
い
う
も

※2		自身の正体を隠し欺いたりしながら相手の正体を探る、
会話と推理で展開する心理ゲーム。

※3		専門の知識・スキルや経験を生かして社会貢献するための
ボランティア活動。

そ
の
１
歩
を
踏
み
出
す
に
は
、
ま
だ
ま

だ
政
治
や
社
会
と
の
距
離
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
お
笑
い
と
い
う
手
法
で
敷
居

を
下
げ
た
い
。
み
ん
な
が
社
会
問
題
を

『
自
分
事
化
』
し
て
解
決
し
よ
う
と
取

り
組
め
ば
、
世
の
中
の
社
会
問
題
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
る
は
ず
で
す
」。

そ
う
語
る
た
か
ま
つ
さ
ん
が
推
奨
し

て
い
る
の
が
「
プ※
３
ロ
ボ
ノ
」
だ
。

「
た
と
え
ば
、
平
日
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
働
く
人
が
、
週
末
は
ス
キ
ル
を
生

か
し
て
N
P
O
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
構
築

を
手
伝
う
こ
と
で
社
会
課
題
の
解
決
に

貢
献
で
き
ま
す
。
お
仕
事
で
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ス
キ
ル
や

能
力
へ
の
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。
誰

に
で
も
自
分
事
化
し
や
す
い
社
会
の
課

題
が
あ
る
は
ず
で
す
。
社
会
に
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
」。

背
景
に
は
「
若
い
人
に
と
っ
て
息
苦

し
い
社
会
」
が
あ
る
。
超
少
子
高
齢
化

の
現
代
社
会
で
は
、
政
治
を
は
じ
め
、

若
者
の
ニ
ー
ズ
を
す
く
い
上
げ
る
「
市

場
」
が
な
い
、
と
映
る
。「
若
者
の
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
本
当
は
も

っ
と
子
ど
も
を
大
切
に
し
て
、
教
育
に

たかまつなな／著
『政治の絵本

現役東大生のお笑い芸人が
偏差値44の高校の投票率を

84%にした授業』

本文で紹介した「笑える!		政治教育ショー」の完
全書籍化。全ページにマンガ風の美麗イラストを
入れ、超かんたんなコトバで政治の本質を伝えて
いる。巻末には、生徒たちに人気の「悪い政治
家を見抜く人狼ゲーム」用の美装カード付き。
応募締め切り　2018年9月14日（金）

弘文堂／発行
1500円+税

「笑える！　政治教育ショー」
を読んでみよう

PRESENT
5名

「エンタメには、違う視点を伝
えたり、信じているものを疑
わせたり、ハッとさせたりする
役割があると思うんです」

外務省による国際協力60周年特別番組のレポーターとして
バングラデシュを訪問（2014年）

「笑える！　政治教育ショー」に先生も大爆笑。
「参加型の授業の良さを実感した」など教師からの感想も好意的

「
政
治
や
宗
教
に
あ
え
て
触
れ
な
い

教
育
に
よ
っ
て
、
若
者
は
最
初
に
出
会

っ
た
強
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
染
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
疑
う
こ
と
を
し
な
い
の

で
す
。
10
代
の
う
ち
か
ら
社
会
と
の
接

点
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
思
想
や
考
え

方
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
本
質
を

選挙に無関心だった生徒たちから「考えが変わった」
「友達を説得して選挙に行く」といった声が寄せられた

捉
え
る
力
が
養
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
」。

た
か
ま
つ
さ
ん
自
身
は
、
フ
ェ
リ
ス

女
学
院
中
学
校
に
入
学
し
た
当
初
、

自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
言
う
勝
ち
気

な
同
級
生
た
ち
に
囲
ま
れ
て
引
い
て
い

た
。「
自
己
主
張
の
強
い
人
は
苦
手
だ

っ
た
の
で
す
が
、
卒
業
す
る
頃
に
は
な

ぜ
か
自
分
も
そ
う
な
っ
て
い
ま
し
た

（
笑
）」。
フ
ェ
リ
ス
で
の
中
高
６
年
間
、

休
み
時
間
に
友
だ
ち
と
社
会
問
題
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
日
常
的
だ

っ
た
。
２
泊
３
日
の
修
養
会
で
は
「
友

だ
ち
と
は
」「
信
じ
る
と
は
」
と
い
っ

た
本
質
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
深
く
語

り
合
っ
た
。

多
感
な
中
高
時
代
に
、
物
事
の
本
質

を
捉
え
て
考
え
、
自
分
の
コ
ト
バ
に
し

て
伝
え
る
経
験
が
、
彼
女
の
多
彩
な
活

動
を
支
え
る
根
っ
こ
に
あ
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成　
編
集
部

「悪い政治家を見抜く人狼ゲーム」のイベントには、ゲームは好
きだが政治に関心のない社会人も多く参加した（2017年）

なんば奨二 検索

応募方法はこちらから 日本YWCA 検索

プレゼント応募方法
はこちらから 日本YWCA 検索

ユース
MEETS
政治

No.7453 2018年8月1日 2No.745 The Young Women's Christian AssociationThe Young Women's Christian Association3 The Young Women's Christian Association 2018年8月1日



兵器による惨事を繰り返さないために、
1971年から毎年8月に広島で実施。被爆

者の証言、原爆の痕跡を巡るフィールドワーク、
グループワークなどを通して、戦争とは、平和と
は何か、を考えます。全国の中高生・大学生を
中心に、留学生や韓国・中国からのゲストなど
幅広い世代、さまざまな文化の人々が参加して
います。プログラムの英語名は「Pilgrimage to 
Hiroshima（広島への巡礼）」。その名の通り、国
内外から訪れた参加者は、ここで平和への思い
を新たにしてそれぞれの地へ戻っていきます。

国・南京で開かれる日本と中国の平和交流
プログラム。「ひろしまを考える旅」の姉

妹プログラムとして2007年からこれまで4回実施
しています。日本、そして中国各地からユースが
集い、日本軍による加害の歴史を訪ね歩き、共に
平和を築く道筋を考えます。また、中国の豊かな
文化に触れ、理解と友好を深めていきます。

連 女 性 の 地 位 委 員 会（ 通 称CSW ／ 
Commission on the Status of Women）

は毎年ニューヨークの国連本部で開催される国
際会議。世界中で女性が置かれている状況を確
認し、女性の地位向上をめざすために協議しま
す。世界YWCAは国連の協議資格を持つNGOと
してCSWに参加しています。日本YWCAからも
毎年ユースを中心に派遣しています。日本の現
状をアピールするイベントの開催、国連本会議
の傍聴、世界各国の若者が集うユース・フォー
ラムなどに参加します。

本と韓国のユースが出会い、寝食を共
にしながら、学び、考える草の根の国

際平和プログラム。メディアの情報を通して
見るのではなく、顔を合わせてお互いを知る
ことで、平和につながる信頼関係を築きます。
これまで、環境、ジェンダー、原発、生きづ
らさなど日韓両国に共通するホットな課題を
取り上げて、見聞きし、歩き、感じ、語り合い、
理解と想いを深めてきました。ユースの実行
委員たちがプログラム全般の企画立案・運営
を担う、ユースによるユースのためのプログラ
ムです。

中高生・大学生を中心に 
多世代で学び合う

ひろしまを考える旅

加害の歴史を知り 
豊かな文化に触れる

南京を考える旅

国際政治の中心で 
ガールズパワーを発揮

CSW（国連女性の地位委員会）

ユースによるユースのための国際交流

日韓ユース・
カンファレンス

3日間の学びの集大成として、その年の旅のテー
マについてさまざまなカタチで表現するグループ
ワークを行います

加害と被害の立場を越えて共に歴史の真実を訪
ね歩き、被害者の痛みを自分の事として受け止
めていきます

国際的な意思決定の場を体験したり、世界の
ユースと意見を交わしたり、さまざまな刺激に心
が躍動します

学びから見えた課題を解決するために、日韓の若者が共同
して取り組む「アクションプラン」をみんなで考えます

核

中

国

日

参加しました!

・ 自分たちの力を信じて、世界が

良くなることを真剣に考え、実行

し発信する力を備えた若者がたく

さんいました。世界の舞台で、小

学生の子どもが自分の意見を表

明していました。「私たち若者の

可能性のなんと大きいこと！」と

ワクワクさせられました。若者が

力を発揮し、新たなムーブメント

を起こせるような場を創りたくな

りました。

日本YWCAのユースの
リーダーシップ養成プログラム

1歩を踏み出そう！
私たちは未来のチカラ

ユース（30歳以下）が主体的に社会の課題を解決しようとリーダーシップ
を発揮したら、平和な社会が創り出せる――と考えて、日本YWCAはユー
スのリーダーシップを養成するプログラムを展開しています。各プログラム
では、国内外から集まったユースたちが、数日間を共に過ごして、社会の
課題を目の当たりにします。そして、異なる意見や新しい視点に接し、そ
れぞれの想いや考えをコトバにして共有します。本紙巻頭インタビューで、
たかまつななさんが「感情が動いたら行動につながる」と指摘しているよ
うに、プログラムを通して感情を揺り動かされたユースたちは、それぞれ
の１歩を踏み出します。また、いずれのプログラムもユースたちがインター
ンやボランティアリーダーとなって運営に参画しているのも特徴です。

2017年度は大阪で開催。フィールドワークでは鶴橋や
釜ヶ崎を訪ねました

参加しました!・韓国のメンバーたちと話をし
ながら、私はやはり国際的に

活躍したい、ということを感
じました。また、同じ国なの

に知らなかった社会の残酷さ
を知りました。これをいかに

ほかの人に知ってもらうかと
いうのが、今の私の課題です。

・私の国とは違う文化があるこ
とが分かった。英語や韓国語

でコミュニケーションしよう
と努力し、お互いの話を理解

できた時、とても嬉しかった。

参加しました!

・ 日本と中国の国の壁を越えて、同

世代の若者たちと心を開いて語

り合った時間、また楽しく食事

を分かち合った時間は決して忘

れることができません。

このような時間こそ今

後の友好関係の鍵にな

ると感じました。再び

現地に足を運び、交流

を続けることが大切で

あると肌で感じました。

参加しました!

・広島を知らない人に、ここで私が

見聞きして感じてきたものを伝え

ることで感じとってほしいです。

それが、後世にヒロシマを伝える

ことのモデルになると思います。

・平和とは一体何なのか。正直に

言うとまだまだ気持ちが整理でき

ず、重たさを感じている。きっと

この重たさを知った責任を、私は

もっと考えていかなければならな

いと思う。
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い
う
自
信
で
す
。
こ
の
自
信
を
得
た

こ
と
で
、
人
と
協
議
を
す
る
こ
と
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
社
会
問

題
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
も
学
び
ま

し
た
。
二
つ
目
の
仕
事
は
女
性
の
福

祉
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
、

Y
W
C
A
で
得
た
視
点
は
こ
の
仕
事

を
す
る
上
で
助
け
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
海
外
の
人
と
お
互
い
の
社
会
や

歴
史
に
つ
い
て
話
す
時
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

既
に
Y
W
C
A
に
関
わ
っ
て
い
る
ユ
ー
ス
の
み

な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
関
わ
り
た
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
ユ
ー
ス
の
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
た
く
さ

ん
の
人
と
出
会
っ
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
が
自

分
ら
し
さ
を
発
揮
し
て
、
い
き
い
き
と
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

大
阪
Y
W
C
A
会
員
　
栗
田
明
日
香

2
0
1
7
年
度
の
「
ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る
旅
」

と「
C
S
W
」
に
参
加
し
た
村
田
彩
華
で
す
。

2
0
1
7
年
10
月
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の
大

学
に
進
学
し
て
、
今
年
の
10
月
か
ら
2
年
生
に
な

り
ま
す
。

私
が
「
ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る
旅
」
に
参
加
し
た

の
は
、
原
爆
ド
ー
ム
と
同
じ
く
負
の
遺
産
で
あ
る

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
あ
る
ポ
ー
ラ

ン
ド
へ
住
む
こ
と
に
な
る
身
と
し
て
も
、
日
本
で

教
育
を
受
け
た
身
と
し
て
も
改
め
て
、
戦
争
、
平

和
、
大
量
虐
殺
に
つ
い
て
多
様
な
考
え
を
持

つ
方
や
異
な
る
年
代

そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
必
ず
誰
か
の
心
に
響
き
ま
す

え
て
い
た
心
の
健
康
、
摂
食
障
害
、
B
o
d
y 

I
m
a
g
e
に
つ
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
と
絡
め

な
が
ら
話
す
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
逆
に
、

自
分
と
は
全
く
異
な
る
状
況
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
世
界
の
ユ
ー
ス
た
ち
の
話

も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
見
聞
が
広
が
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
実
感
し
た
の
は
、
ど
ん
な

に
若
く
て
も
、
参
加
し
よ
う
、
経
験
し
よ
う
、
共

有
し
よ
う
、
声
を
上
げ
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
必
ず

誰
か
の
心
に
響
く
こ
と
。
受
け
止
め
て
も
ら
え
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
私
の
発
信
し
て
い

き
た
い
内
容
や
自
分
の
進
む
べ
き
道
も
少
し
ず
つ

見
え
て
き
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
感
じ
た
Y
W
C
A
の

魅
力
は
、
年
齢
、
性
別
、
宗
教
観
、
出
身
、
学
歴

な
ど
に
関
係
な
く
、
全
員
に
、
考
え
て
発
言
す
る

機
会
が
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
他
者
の
考
え

を
否
定
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は

意
識
し
て
い
て
も
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

も
し
Y
W
C
A
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
少
し
で
も
興

味
を
持
っ
て
い
た
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
Y
W
C
A
は
み
な
さ
ん
の
挑
戦
を
暖
か

く
応
援
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。

�

広
島
Y
W
C
A
会
員
　
村
田
彩
華

■
多
角
的
に
見
る
こ
と
が
大
切

私
が
Y
W
C
A
と
出
会
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

一
つ
目
の
仕
事
を
辞
め
た
時
で
し
た
。
や
っ
た
こ

と
が
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
時
に
、
大
阪
Y
W
C
A

の
子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
2
年
後
、「
ひ
ろ
し

ま
を
考
え
る
旅
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
戦
争
の
歴

史
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
参
加
者
か
ら
は

学
校
で
習
っ
た
こ
と
と
は
異
な
る
歴
史
観
を
聞
き

ま
し
た
。
こ
の
時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
物
事

を
多
角
的
に
見
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
学
び
ま

し
た
。
翌
年
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
応
募
し
、
初
め
て
大
人
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
作
り
を
経
験
し
ま
し
た
。
担
当

ス
タ
ッ
フ
の
方
が
、
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
実
行
す
る
方
法
を
一

緒
に
考
え
て
く
れ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
さ

ら
に
2
年
後
に
は
、
世
界
各
国
の
Y
W
C
A
の
ユ

ー
ス
メ
ン
バ
ー
と
共
に「
C
S
W
」
に

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
た
こ
の
会
議
に
は
世
界
中
か

ら
政
府
関
係
者
、
N
G
O
、
一
般
市
民

が
集
い
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
女
性
の
人

権
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
英
語
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
や
立
場
の
人
た
ち
と
意

見
を
交
わ
す
こ
と
で
自
信
が
つ
き
ま
し

た
。

■
そ
の
ま
ま
の
自
分
で
い
い
ん
だ

私
が
Y
W
C
A
で
得
た
こ
と
の
一
つ

は
、
そ
の
ま
ま
の
自
分
で
い
い
ん
だ
と

の
方
と
共
に
考
え
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
同
じ
教

育
を
受
け
た
者
ば
か
り
が
集
ま
る
と
、
最
終
的
に

多
数
が
同
じ
考
え
に
な
り
が
ち
で
す
。
実
際
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
海
外
の
方
の
意
見
に
、
ハ
ッ
と

気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

C
S
W
で
は
、
こ
れ
ま
で
自
分
の
内
に
抱

思
い
き
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
、
つ
な
が
り
、
発
見
や
学
び
を
通
し
て
心
が
躍
動
し
た
ら
、

ま
た
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦
し
て
み
た
く
な
る
―
―
。

こ
う
し
て
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
ユ
ー
ス
が
多
い
の
も
Y
W
C
A
の
特
徴
で
す
。

こ
こ
で
は
、
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
験
し
た
ユ
ー
ス
世
代
の
会
員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Y
W
C
A
に
関
わ
っ
て
2
年
目
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
村
田
彩
華
さ
ん
、
6
年
に
わ
た
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
栗
田
明
日
香
さ
ん
で
す
。

私
ら
し
さ
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

！

私
ら
し
さ

チ
ャ
レ
ン
ジ

！

「ひろしまを考える旅」オプショナルツアーでお好み焼き
（右から2番目）

CSWで日本のジェンダー政策に関するイベントを手掛けた

　３
か
月
前
に
メ
キ
シ
コ
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
メ
キ
シ
コ
に
は
5
か
月
間
滞
在
し
、
訪
れ

た
先
で
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
森

林
と
人
間
の
共
存
を
目
指
す
牧
場
主
、「
お
も
し

ろ
い
話
を
す
る
か
ら
お
金
を
ち
ょ
う
だ
い
」
と
声

を
掛
け
て
き
た
子
ど
も
た
ち
、
ア
メ
リ
カ
在
住
の

白
人
至
上
主
義
的
メ
キ
シ
コ
人
マ
ダ
ム
な
ど
な
ど
。

い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
つ
い
て
見
聞

き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
旅
行
か
ら

帰
っ
て
き
て
、
日
本
で
再
び
就
職
す
る
た
め
に
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

Y
W
C
A
で
多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。

自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
て
い
き
い
き
と
活
躍
し
よ
う

初めて参加した「ひろしまを考える旅」でグループワークのメンバー
と（前列左）

CSWのワークショップでは「ひろしまを考える旅」での経験を共
有。世界各国の参加者と意見を交わした

メキシコで仲良くなったおばあちゃんと子どもたち。
スペイン語の練習相手になってもらった

「Fearless Girl（恐れを知らない少女）像」を見学。ウォー
ル街を象徴する「雄牛像」に、果敢に挑むように立っている

１
歩
を
踏
み
出
し
た
い
ユ
ー
ス
た
ち
へ
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